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は
じ
め
に

　

ナ
ッ
ツ
類
や
ベ
リ
ー
類
は
、
生
の
ま
ま
や
簡
単
な
調
理
で
食
べ
た
り
、
菓
子
・
ス
イ
ー
ツ
に
添
え
た
り
す
る
食
材
と
し
て
、

主
食
穀
物
や
野
菜
と
は
違
っ
た
独
特
の
存
在
感
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
ナ
ッ
ツ
類
や
ベ
リ
ー
類
が
、
今
、
果
樹
園
の
新
し
い
品

目
や
特
産
物
な
ど
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ナ
ッ
ツ
類
で
は
昔
か
ら
自
生
し
て
い
る
ク
ル
ミ
な
ど
に
加
え
て
、
欧
米
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
ア
ー
モ
ン
ド
、
ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ

ツ
、
ピ
ー
カ
ン
ナ
ッ
ツ
な
ど
、
ベ
リ
ー
類
で
は
ラ
ズ
ベ
リ
ー
・
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
（
キ
イ
チ
ゴ
）、
マ
ル
ベ
リ
ー
（
ク
ワ
の
実
）

な
ど
が
、
庭
先
果
樹
（
果
樹
）
と
し
て
栽
培
さ
れ
た
り
、
果
樹
園
の
一
品
目
と
し
て
農
家
の
ひ
と
稼
ぎ
に
加
え
ら
れ
た
り
し
て

き
て
い
ま
す
。

　

ナ
ッ
ツ
類
や
ベ
リ
ー
類
の
多
く
は
、
か
つ
て
は
野
山
で
集
め
た
り
、
庭
先
で
と
っ
て
き
た
り
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
は
市
販
さ
れ
る
も
の
の
大
半
は
輸
入
品
で
占
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
近
年
国
産
品
の
生
産

が
広
が
り
を
見
せ
、
小
規
模
な
産
地
が
つ
く
ら
れ
た
り
、
遊
休
農
地
解
消
に
活
用
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
地
域
的
な
動
き
も
出

て
き
て
い
ま
す
。

　

本
書
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
『
現
代
農
業
』
や
『
季
刊
地
域
』、『
う
か
た
ま
』
の
記
事
を
ベ
ー
ス
に
、
一
部
に
新
規
の
記
事
も

加
え
て
、
ナ
ッ
ツ
類
か
ら
ア
ー
モ
ン
ド
、
ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
、
ピ
ー
カ
ン
ナ
ッ
ツ
、
ク
ル
ミ
、
ベ
リ
ー
類
か
ら
ラ
ズ
ベ
リ
ー
・
ブ

ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
、
マ
ル
ベ
リ
ー
、
ガ
ー
デ
ン
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
、
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
を
取
り
上
げ
、
栽
培
の
基
礎
的
な
技
術
や
地

域
的
な
活
用
法
、
簡
単
に
取
り
組
め
る
レ
シ
ピ
な
ど
、
ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
に
取
り
入
れ
る
知
恵
と
技
を
一
冊
に
収
め
ま
し
た
。

　

ナ
ッ
ツ
と
ベ
リ
ー
を
活
か
し
て
、
新
し
い
産
業
、
新
し
い
暮
ら
し
を
つ
く
る
ヒ
ン
ト
に
、
本
書
を
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

２
０
２
５
年
11
月　

農
山
漁
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文
化
協
会
編
集
局
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ピーカンナッツ Pecan nuts
── 別名「ペカン」。「バターの木」と
　　 呼ばれるほど良質な脂肪酸がたっぷり

果実は楕円形。中のタネはクルミほど
かたくないので、素手で割れる

まとめ・編集部

どんな作物？
クルミ科の落葉樹で、原産地は
北米からメキシコ北部。北米原
住民アルゴンキン族の言語で「石
で割るナッツ」という意味で、ク
ルミと同じくタネを割って仁

じん
を食

べる。チョコなどでコーティング
された菓子が大人気

日本での北限は？
岩手県（現在の栽培地）

主にどこでつくられている？
アメリカ南部とメキシコ。現在、日本で食
べられているピーカンナッツのほとんどは
アメリカ産。近年、南アフリカやオースト
ラリアでも栽培面積が増えている

いつ植えて、いつとる？
植え付けは12〜2月。9 〜11月に
自然落果したタネを拾う

乾燥・保存の注意点
皮が裂けて落果し、天日で3～ 4日
乾燥したタネの水分は約8%。長期
間保存する場合は、乾燥機で水分が
3.5 ～ 4.5%になるまで乾燥させる

何年目から収穫できる？
接ぎ木苗なら定植3年目くらいから
収穫できる。実生では収穫までに
20年以上もかかる

ナッツ（仁）の形はクルミ
よりも単純で、簡単に取
り出せる

高木性で、原産地には樹高20 〜 40m、
幹の直径が2mにも達する巨木もある

耐寒性は？
−10℃以下でも耐えられ、耐寒品種
では−23℃でも越冬するとされる

イラスト・橋﨑洋子

ピ
ー
カ
ン
ナ
ッ
ツ
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和歌山で収穫したピーカンナッツの果実。殻を
割って仁を食べる。クルミより取り出しやすい

10ｍ以上の高木に生長するので、
収穫は防風ネットの上に種子を落
果させて拾い集める

ア
メ
リ
カ
で
は
、
な
じ
み
の
ナ
ッ
ツ

　

ピ
ー
カ
ン
ナ
ッ
ツ
（
以
下
ピ
ー
カ
ン
）
は

ペ
カ
ン
と
も
呼
ば
れ
る
ク
ル
ミ
科
の
ナ
ッ
ツ

で
、
北
米
か
ら
メ
キ
シ
コ
北
部
が
原
産
で
す
。

ア
メ
リ
カ
先
住
民
族
に
と
っ
て
重
要
な
食
物

で
、
紀
元
前
６
１
０
０
年
頃
に
は
食
べ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
彼
ら
が
狩
り
に
出
か
け
る
時

に
携
帯
用
食
品
と
し
て
持
ち
歩
き
、
食
べ
残

し
た
ナ
ッ
ツ
を
植
え
て
回
っ
た
こ
と
か
ら
、

ほ
ぼ
全
米
に
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
ピ
ー
カ
ン
と
シ
ロ
ッ
プ

で
つ
く
る
ピ
ー
カ
ン
パ
イ
は
お
ふ
く
ろ
の
味
と

し
て
各
家
庭
独
特
の
も
の
が
あ
り
（
96
ペ
ー

ジ
）、
き
わ
め
て
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
ナ
ッ
ツ
で
す

が
、
そ
れ
以
外
の
国
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
実
際
、
世
界
の
ピ
ー
カ
ン
の

生
産
量
は
約
24
万
ｔ
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

ア
メ
リ
カ
南
部
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
テ
キ
サ
ス
、

ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
等
）
や
メ

キ
シ
コ
産
。
テ
キ
サ
ス
州
で
は
ピ
ー
カ
ン
を
州

の
木
と
し
て
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
の
改

善
、
豊
富
な
ビ
タ
ミ
ン
類
、
ナ
ッ
ツ
類
の
中

で
の
最
大
の
抗
酸
化
作
用
な
ど
、
そ
の
ヘ
ル

シ
ー
さ
が
注
目
さ
れ
、
南
ア
フ
リ
カ
や
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
栽
培
面
積
が
増
え
て
い
ま

す
。

日
本
で
も
10
品
種
が
生
き
残
っ
た

　

近
年
に
な
っ
て
日
本
で
も
、
果
樹
農
家
の

老
齢
化
や
廃
園
の
対
策
と
し
て
、
比
較
的
放

任
栽
培
が
可
能
な
ピ
ー
カ
ン
が
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
岩
手
県
陸
前
高

田
市
で
は
東
京
大
学
と
㈱
サ
ロ
ン
ド
ロ
ワ
イ

ヤ
ル
が
共
同
で
ピ
ー
カ
ン
に
よ
る
農
業
再

生
・
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

て
、
津
波
被
害
か
ら
の
復
興
に
努
力
し
て
い

ま
す
。

　

筆
者
は
20
年
以
上
前
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
50

品
種
以
上
を
導
入
し
、
和
歌
山
県
の
実
家
の

畑
に
定
植
し
て
栽
培
適
応
性
を
見
て
き
ま
し

た
。
こ
の
20
年
あ
ま
り
の
間
、
放
任
さ
れ
た

ま
ま
で
し
た
が
、
有
望
な
10
品
種
が
現
在
も

生
き
残
っ
て
、
果
実
の
生
産
を
続
け
て
い
ま

す
。
ピ
ー
カ
ン
の
大
木
の
生
命
力
の
強
さ
に
、

た
だ
た
だ
驚
か
さ
れ
る
の
み
で
す
。

　

現
在
は
、
移
住
し
て
き
た
鹿
児
島
県
指
宿

市
の
開
聞
岳
山
麓
に
、
実
家
か
ら
穂
木
と
し

て
持
ち
帰
っ
て
接
ぎ
木
し
た
10
品
種
の
苗
木

を
定
植
し
て
、
試
験
栽
培
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
品
種
の
苗
木
は
、
２
０
２
０

年
度
か
ら
陸
前
高
田
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

も
活
用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

果
皮
か
ら
落
ち
た
種
子
を
収
穫

　

ピ
ー
カ
ン
の
樹
は
落
葉
・
高
木
で
長
寿
命

で
す
。
和
歌
山
の
実
家
の
30
年
生
の
樹
も
２

階
建
て
の
納
屋
の
屋
根
の
上
に
枝
を
伸
ば
し

て
い
ま
す
。

　

熟
す
と
果
皮
が
割
れ
て
種
子
が
落
ち
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
10
ｍ
×
10
ｍ
の
間
隔
で
定
植

し
て
、
樹
下
を
ト
ラ
ク
タ
が
走
り
、
ト
ラ
ク

タ
に
装
着
し
た
シ
ェ
イ
カ
ー
と
い
う
機
械
で

幹
を
揺
す
っ
て
果
実
を
落
と
し
、
種
子
を
拾

い
集
め
て
収
穫
し
ま
す
。
ト
ラ
ク
タ
や
シ
ェ

イ
カ
ー
を
用
い
な
い
日
本
で
は
、
収
穫
期
に

な
っ
た
ら
樹
冠
下
に
防
風
ネ
ッ
ト
を
張
り
、

そ
の
上
に
落
ち
て
く
る
種
子
を
拾
い
集
め
て

い
ま
す
。
地
面
に
落
果
さ
せ
て
し
ま
う
と
、

イ
ノ
シ
シ
が
喜
ん
で
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。

多
品
種
を
植
え
て
結
実
を
確
実
に

　

ピ
ー
カ
ン
は
雄
花
と
雌
花
が
同
一
の
樹
に

つ
き
ま
す
。
開
花
は
５
月
で
、
花
粉
は
風
に

よ
っ
て
運
ば
れ
る
風
媒
花
で
す
。
し
か
し
、

雌
花
が
先
に
成
熟
す
る
品
種
と
、
雄
花
が
先

に
成
熟
す
る
品
種
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

fig17
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日本のピーカンナッツ輸入量

この10年間ほどで国内需要は2〜 3倍に増
えた。ほとんどをアメリカから輸入

雌雄同株。風媒花だが、雌雄それぞれの成熟時期が異なるため、多品種の混植が望ましい

ハワイ島コナ地域で大きく育ったピーカン。
品種にもよるが、亜熱帯でも栽培できるし
結実もする

雌花 雄花

別名はペカン

全国で育てられ、全国で育てられ、
接ぎ木なら接ぎ木なら
３年で結実３年で結実
日本熱帯果樹協会●米本仁巳

ピ
ー
カ
ン
ナ
ッ
ツ
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か
れ
ま
す
。
１
品
種
だ
け
植
え
る
と
、
雄
花

か
ら
花
粉
が
放
出
さ
れ
る
時
期
と
雌
花
が
受

粉
態
勢
に
あ
る
時
期
の
重
複
が
短
い
か
皆
無

に
な
る
場
合
が
あ
り
、
多
く
の
結
実
が
望
め

ま
せ
ん
。
多
品
種
を
混
植
す
る
と
確
実
で
す
。

　

和
歌
山
県
す
さ
み
町
江
住
地
区
の
斧
さ
ん

と
い
う
お
宅
に
１
樹
だ
け
あ
っ
た
大
木
の

ピ
ー
カ
ン
は
、
毎
年
多
く
の
実
を
つ
け
て
い

ま
し
た
。
こ
の
品
種
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
か

ら
種
子
で
導
入
し
た
も
の
で
、
雌
花
と
雄
花

の
開
花
期
の
重
複
期
間
が
長
い
特
徴
が
あ
り
、

果
実
の
大
き
さ
も
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

筆
者
は
「
エ
ス
ミ
」
と
い
う
品
種
名
を
付
け

て
い
ま
す
。

寒
冷
地
で
は
早
生
品
種
を
選
ぶ

　

ア
メ
リ
カ
で
は
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
や
イ
リ
ノ

イ
州
の
寒
冷
な
地
域
で
も
栽
培
が
可
能
な

「
北
部
ペ
カ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
品
種
と
、
南

部
の
温
暖
な
地
域
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
「
南

部
ペ
カ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
品
種
が
あ
り
ま
す
。

　

和
歌
山
で
の
栽
培
実
験
か
ら
、
５
月
に
開

花
結
実
し
た
早
生
の
「
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
」
や

「
キ
ャ
ド
」
な
ど
は
９
月
下
旬
頃
か
ら
落
果

が
始
ま
り
、
エ
ス
ミ
は
10
月
中
旬
頃
か
ら
、

晩
生
で
果
実
の
大
き
い
「
コ
ル
ビ
ー
」
は
11

月
上
旬
頃
か
ら
落
果
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
果
実
の
生
育
期
間
の
月
平
均
気
温
が

28
℃
以
上
、
月
最
低
気
温
も
16
℃
以
上
が
果

実
の
成
熟
に
と
っ
て
必
要
と
い
わ
れ
ま
す
。

果
実
生
育
期
間
の
短
い
寒
冷
地
で
は
、
早
生

品
種
を
選
ぶ
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
休
眠
し
な
け
れ
ば
花
芽
が
分
化
せ

ず
、
そ
の
休
眠
打
破
に
は
冬
期
に
７
・
２
℃

以
下
に
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
わ
れ
ま

す
が
、
ハ
ワ
イ
島
コ
ナ
の
試
験
場
に
保
存
さ

れ
て
い
る
品
種
は
、
冬
期
の
最
低
気
温
が
15

℃
以
上
な
の
に
結
実
し
て
い
ま
す
。
栽
培
す

る
地
域
に
応
じ
た
最
適
の
品
種
を
選
ぶ
た
め

に
も
、
試
験
栽
培
が
必
要
で
す
。

霜
害
、
多
湿
に
注
意

　

栽
培
に
最
適
な
気
候
は
、
冬
期
の
低
温
期

間
が
長
す
ぎ
ず
、
夏
期
が
高
温
と
な
り
、
初

夏
と
晩
秋
の
霜
害
が
な
い
こ
と
。
一
般
的
に

無
霜
期
間
が
２
０
０
日
以
上
を
必
要
と
し
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
冬
季
が
寒
冷
な
ネ
ブ
ラ

ス
カ
州
で
も
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で

の
北
限
が
ど
の
あ
た
り
に
な
る
の
か
は
、
や

っ
て
み
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

果
実
生
育
期
間
中
は
、
湿
度
が
55
％
以
下

の
時
間
が
長
い
と
、
ス
キ
ャ
ブ
と
い
う
カ
ビ

の
病
害
の
軽
減
が
で
き
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

湿
度
の
高
い
日
本
で
は
、
耐
病
性
品
種
を
導

入
す
る
か
、
整
枝
せ
ん
定
で
通
気
性
を
改
善

す
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

ピ
ー
カ
ン
は
果
実
生
産
期
に
達
し
た
成
木

で
、
毎
週
50
㎜
の
か
ん
水
が
必
要
で
す
。
21

日
間
以
上
の
無
か
ん
水
期
間
を
与
え
て
し
ま

う
と
果
実
肥
大
が
阻
害
さ
れ
、
中
身
が
詰
ま

っ
て
い
な
い
果
実
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
果
実
は
収
穫
期
に
な
っ
て
も
果

皮
が
裂
開
せ
ず
、
種
子
が
落
果
し
て
き
ま
せ

ん
。
夏
期
の
果
実
生
育
期
間
の
か
ん
水
は
必

須
で
す
。

　

害
虫
は
、
株
元
に
侵
入
し
て
樹
を
枯
ら
す

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
幼
虫
や
、
枝
に
侵
入
し
て

枝
を
枯
ら
す
コ
ウ
モ
リ
ガ
、
幼
い
果
実
を
吸

汁
す
る
カ
メ
ム
シ
の
対
策
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
ピ
ー
カ
ン
で
登
録
さ
れ
た
農
薬
は
な
い

の
で
、
使
う
場
合
は
一
般
果
樹
類
で
使
用
で

き
る
農
薬
で
対
処
し
ま
す
。

接
ぎ
木
苗
な
ら
３
年
で
結
実
す
る

　

ピ
ー
カ
ン
は
か
つ
て
恩
給
の
木
と
揶
揄
さ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
種
子
で
導
入
さ
れ

て
、
接
ぎ
木
技
術
が
な
か
っ
た
時
代
の
わ
が

国
で
は
実
生
苗
で
定
植
さ
れ
ま
し
た
が
、
結

実
す
る
の
は
定
年
し
て
恩
給
を
も
ら
う
頃
に

な
る
と
い
う
意
味
で
す
。
モ
モ
・
ク
リ
３
年

カ
キ
８
年
と
い
い
ま
す
が
、
ピ
ー
カ
ン
の
実

生
で
は
初
結
実
す
る
ま
で
に
20
年
以
上
も
か

か
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
方
、
接
ぎ
木
し
た
苗
木
を
定
植
す
れ
ば

３
年
目
く
ら
い
か
ら
結
実
が
始
ま
り
ま
す
。

と
く
に
「
エ
ス
ミ
」
は
斧
さ
ん
が
20
年
間
辛

抱
し
た
結
果
得
ら
れ
た
、
１
樹
の
み
で
も
結

実
す
る
、
雄
花
と
雌
花
の
開
花
時
期
が
重
複

す
る
有
望
な
品
種
で
す
。
筆
者
は
ピ
ー
カ
ン

の
増
殖
法
を
確
立
し
ま
し
た
の
で
、「
エ
ス

ミ
」
を
含
め
自
分
で
保
存
し
て
い
る
10
品
種

程
度
の
接
ぎ
木
苗
木
を
毎
年
生
産
し
、
希
望

者
に
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
10
年
生
の
１
樹
か
ら
22
㎏
、

15
年
生
だ
と
45
㎏
の
ナ
ッ
ツ
を
生
産
す
る
と

い
わ
れ
ま
す
。
５
個
の
乾
燥
し
た
ナ
ッ
ツ
が

約
９
ｇ
で
す
か
ら
、
22
㎏
だ
と
約
２
４
０
０

個
、
45
㎏
だ
と
５
０
０
０
個
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
栽
植
本
数
が
何
万
本
も
あ
り
、

「キャンディー」の幼果

肥大盛期

収穫時。果皮が割れて種子が見
えている

果実が肥大する様子

6月上旬

9月初め

10月上旬

どちらも早生種

「コルビー」は11月上旬から収穫する晩生種
で大粒

9月初めに撮影。早生種より半月ほど遅れて
10月中旬頃から収穫が始まる

キャド

コルビー

エスミ

キャンディー

キャド

切り接ぎした苗木。接ぎ木なら
3年目から結実する

あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
花
粉
が
風

に
乗
っ
て
飛
ん
で
く
る
条
件
下

で
の
話
で
す
か
ら
、
数
本
程
度

の
植
栽
の
わ
が
国
で
は
、
こ
の

よ
う
な
大
量
の
ナ
ッ
ツ
は
望
め

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
自
分
で
栽
培
し
て

収
穫
し
た
ナ
ッ
ツ
で
、
ピ
ー
カ

ン
パ
イ
を
焼
い
て
友
人
た
ち
に

振
る
舞
え
る
楽
し
み
は
、
何
物

に
も
代
え
が
た
い
も
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ピ
ー
カ
ン
ナ
ッ
ツ



61 60第２章　ベリーを育てる

Raspberry & Blackberry
──独特の香りと甘酸っぱさが魅力

ラズベリー・	 ブラックベリー

まとめ・編集部

どんな作物？
どちらもバラ科キイチゴ属の植物。キイチゴ属の植物は400種
あまりあり、日本には70種ほど自生するとされるが、栽培種と
してはラズベリーとブラックベリーが代表的。ブラックベリーか
ら改良されたボイセンベリー、タイベリーなどもある。ジャムや
アイスクリーム、タルトなど菓子の飾り、アイスクリーム、ヨー
グルトなどに広く使われる。果実が傷みやすく、生果での流通
は地元が中心

ラズベリーは芯が残る

『地域食材大百科３』『落葉特産果樹』（ともに農文協刊）などによる。

ブラックベリーは
芯ごととれる

栽培適地
ラズベリーは耐寒性が強
く、夏に涼しい気候を好
むが、近年では暖かい地
方でも育つ品種も登場し
ている。ブラックベリー
はラズベリーよりも暖か
い気候を好む

主な生産地
秋田県、北海道、山形県など

育ち方
地下茎から吸枝が伸びて増える。
越冬した枝を結果母枝として夏
に結実する品種（一季成り性）
と、越冬した枝に加え、その年
に伸びた枝を結果母枝として秋
に結実する品種（二季成り性）
の品種がある（62ページ）。結実
するとその結果母枝は枯れる

イラスト・橋﨑洋子

ラ
ズ
ベ
リ
ー
・

ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
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国
産
ラ
ズ
ベ
リ
ー
に
需
要
あ
り

　

秋
田
県
五
城
目
町
で
主
食
用
米
を
10‌

ha
、

ラ
ズ
ベ
リ
ー
４
品
種
を
12
棟
の
ハ
ウ
ス
（
う

ち
６
棟
が
水
稲
育
苗
と
兼
用
）
で
栽
培
し
て

い
る
。

　

１
９
８
２
年
、
秋
田
県
立
農
業
短
大
（
現
・

秋
田
県
立
大
学
）
卒
業
後
、
派
米
農
業
研
修

生
と
し
て
２
年
間
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
ウ
ェ
ナ
チ

の
近
く
に
あ
る
オ
ロ
ン
ド
と
い
う
小
さ
な
町
の

フ
ル
ー
ツ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
修
業
し
た
。
１
０
０

ha
ほ
ど
の
（
現
地
で
は
）
小
さ
な
農
場
で

あ
っ
た
が
、
最
新
技
術
を
取
り
入
れ
た
経
営

を
行
な
い
、
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。

帰
国
後
、
果
樹
農
家
に
な
ろ
う
と
い
う
夢
と

野
望
を
持
っ
て
い
た
が
、
小
さ
な
規
模
で
は

立
ち
ゆ
か
な
か
っ
た
。
以
後
、
水
田
面
積
を

増
や
し
、
稲
作
専
業
と
な
っ
た
。

　

ラ
ズ
ベ
リ
ー
は
15
年
前
、
町
長
の
「
町
に

新
た
な
特
産
品
を
」
と
い
う
呼
び
か
け
に
応

じ
、
栽
培
を
始
め
た
。
町
内
の
農
家
に
呼
び

か
け
７
人
で
「
五
城
目
町
キ
イ
チ
ゴ
研
究

会
」
を
設
立
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
私

の
母
校
に
北
海
道
大
学
か
ら
今
西
弘
幸
准
教

授
が
赴
任
し
、
ラ
ズ
ベ
リ
ー
栽
培
を
普
及
し

た
い
と
の
話
が
あ
っ
た
。
さ
っ
そ
く
産
学
共

同
研
究
と
い
う
形
で
、
大
学
と
一
緒
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
っ
た
（
62
ペ
ー
ジ
）。

　

秋
田
の
気
候
、
風
土
に
合
っ
た
品
種
、
苗

木
の
繁
殖
、
栽
培
技
術
、
営
業
、
代
金
の
回

収
、
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
。
始
め
て
５
年
ほ
ど

で
研
究
会
の
生
産
者
は
20
人
以
上
に
増
え
、

収
量
は
２
ｔ
、
収
入
は
全
体
で
４
０
０
万
円

を
超
え
た
（
現
在
は
会
員
の
高
齢
化
に
よ
り

収
量
は
１
ｔ
ほ
ど
）。

　

ラ
ズ
ベ
リ
ー
の
輸
入
量
は
年
間
３
０
０
０

ｔ
を
超
え
て
い
る
が
、
国
産
は
そ
の
１
％
に

も
満
た
な
い
。「
国
産
の
ラ
ズ
ベ
リ
ー
が
ほ

し
い
」
と
い
う
要
望
は
、
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
各
地
か
ら
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
需
要
に
応
え
き
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

土
の
う
袋
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

　

果
樹
栽
培
は
全
般
的
に
、
開
園
に
あ
た
っ

て
の
初
期
投
資
が
大
き
い
。
モ
モ
・
ク
リ
３

年
、
カ
キ
８
年
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
収
入

を
得
る
ま
で
の
期
間
が
長
い
。
し
か
し
ラ
ズ

ベ
リ
ー
な
ら
定
植
の
当
年
か
ら
収
穫
で
き
る

（
秋
季
結
実
性
品
種
の
場
合
）。

　

た
だ
し
ラ
ズ
ベ
リ
ー
は
耐
寒
性
は
高
い
が

日
本
の
高
温
多
湿
は
苦
手
。
病
気
を
抑
制
す

る
に
は
、
ラ
ズ
ベ
リ
ー
の
花
が
咲
く
前
に
雨

を
避
け
る
こ
と
が
必
要
だ
。
雨
除
け
施
設
を

つ
く
る
と
な
る
と
コ
ス
ト
が
か
か
る
が
、

「
ポ
ッ
ト
に
用
土
を
入
れ
、
水
稲
育
苗
ハ
ウ

ス
を
利
用
し
て
雨
除
け
栽
培
を
す
る
の
は
ど

う
か
」
と
い
う
大
学
か
ら
の
提
案
が
あ
っ
た
。

稲
作
農
家
の
私
は
さ
っ
そ
く
、
育
苗
後
の
ハ

ウ
ス
に
ラ
ズ
ベ
リ
ー
の
ポ
ッ
ト
を
持
ち
込
ん

で
、
雨
除
け
栽
培
に
取
り
組
ん
だ
。

　

し
か
し
こ
こ
で
問
題
が
発
生
し
た
。
用
土

が
20
ℓ
入
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ポ
ッ
ト
は
１
個

７
０
０
円
も
す
る
。
１
０
０
０
ポ
ッ
ト
で
70

万
円
は
大
き
な
コ
ス
ト
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
考
え
た
の
が
土
の
う
袋
で
あ
る
。

ス
ト
ロ
ン
グ
タ
イ
プ
の
土
の
う
袋
は
１
袋
45

円
。
１
０
０
０
袋
で
４
万
５
０
０
０
円
。
ま

あ
、
こ
れ
だ
っ
た
ら
晩
酌
を
少
し
控
え
め
に

し
た
ら
や
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
思
っ
た

の
で
あ
る
。

垣
根
仕
立
て
に
好
都
合

　

土
の
う
袋
（
ポ
ッ
ト
栽
培
）
で
取
り
組
ん

だ
こ
と
で
予
期
せ
ぬ
利
点
が
あ
っ
た
。
ラ
ズ

ベ
リ
ー
は
地
下
茎
を
伸
ば
し
、
春
か
ら
夏
に

か
け
て
地
下
茎
か
ら
吸
枝
（
サ
ッ
カ
ー
）
を

地
上
に
伸
ば
し
て
実
を
つ
け
る
。
地
植
え
で

長
年
栽
培
す
る
と
、
こ
の
吸
枝
の
発
生
が
横

に
広
が
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
作
業
通
路
が
な

く
な
る
の
だ
。

　

私
は
作
業
効
率
化
の
た
め
垣
根
仕
立
て
を

し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
で
き
な
く
な
る
。
そ

の
点
、
土
の
う
袋
で
根
域
制
限
す
る
と
、
垣

根
仕
立
て
を
維
持
し
や
す
い
。

　

樹
は
６
〜
７
年
で
更
新
す
る
。
そ
の
間
、

土
の
う
袋
は
十
分
保
つ
し
、
根
詰
ま
り
も
し

な
い
。

低
コ
ス
ト
で
管
理
が
ラ
ク

土
の
う
袋
栽
培
が
お
す
す
め

秋
田
県
五
城
目
町
●
佐
々
木
雄
幸

実が大きい「チルコチン」。夏季結実性品種�
（一季成り）。2年枝に実をつける。7月に収穫

8月、「ヘリテージ」の収穫風景。
土のう袋をずらりと並べて垣根仕
立てにしているので作業しやすい12月、収穫後の「ヘリテージ」。越冬に向けて

吸枝をせん除した。秋季結実性品種は二季成
りのため、切らなければ翌春にも実をつける
が、秋果のみ収穫したほうが質がよい。越冬中、
枝が積雪で折れる心配もないので、この品種
をメインに栽培。水稲の育苗中は外に移動

「ヘリテージ」。秋季結実性品種。
地下茎から伸びた1年目の吸枝を結果
母枝とする。お盆すぎ～11月に収穫

せん除した吸枝

土のう袋に土を詰める時、底を切った
ペール缶を先に入れておくと詰めやすい

20ℓの土のう袋に土を詰めると25㎏ほど。
パレットに載せてフォークリフトで運ぶ

ラ
ズ
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ー
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暑
さ
対
策
、
土
の
軽
量
化

　

ラ
ズ
ベ
リ
ー
は
寒
さ
に
強
く
、
１
ｍ
の
積

雪
が
あ
っ
て
も
問
題
は
な
い
。
一
方
で
夏
季

は
冷
涼
な
気
候
で
順
調
に
生
育
す
る
（
15
〜

25
℃
）。
そ
の
た
め
暑
さ
対
策
で
夏
は
ハ
ウ

ス
に
寒
冷
紗
を
被
覆
す
る
。
し
か
し
昨
夏
は

35
℃
を
超
え
る
日
が
７
月
下
旬
か
ら
８
月
い

っ
ぱ
い
続
き
、
対
策
し
て
も
実
が
肥
大
し
に

く
か
っ
た
。
こ
れ
以
上
暑
く
な
る
と
設
備
投

資
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

ラ
ズ
ベ
リ
ー
は
土
質
を
選
ば
な
い
が
、
総

じ
て
排
水
性
の
よ
い
用
土
に
定
着
す
る
。
私

は
軽
量
化
も
兼
ね
て
、
山
土
に
モ
ミ
ガ
ラ
20

％
、
ケ
イ
石
20
％
を
入
れ
て
い
る
。

　

収
量
は
１
袋
当
た
り
年

間
５
０
０
ｇ
が
目
標
で
あ

る
が
、
今
の
と
こ
ろ
４
０

０
ｇ
ほ
ど
で
あ
る
。
仕
立
て
方
を
工
夫
し
て

結
果
枝
の
本
数
を
増
や
す
こ
と
を
考
え
て
い

る
。生

果
は
産
地
な
ら
で
は

　

ラ
ズ
ベ
リ
ー
は
皮
が
も
の
す
ご
く
薄
く
て

軟
ら
か
い
。
そ
の
た
め
生
で
提
供
で
き
る
場

所
は
、
町
内
や
近
隣
市
の
菓
子
屋
な
ど
に
限

ら
れ
る
。
秋
田
市
の
洋
菓
子
店
で
は
、
朝
ど

れ
の
生
ラ
ズ
ベ
リ
ー
を
の
せ
た
タ
ル
ト
（
８

５
０
円
ほ
ど
）
に
行
列
が
で
き
る
と
い
う
。

　

遠
方
に
は
冷
凍
し
た
も
の
を
輸
送
し
て
い

る
。
一
昨
年
に
は
農
商
工
連
携
事
業
で
、
県

内
の
菓
子
製
造
会
社
と
販
売
業
者
と
手
を
組

ん
だ
。
県
内
農
産
物
を
高
く
仕
入
れ
て
加
工

し
、
首
都
圏
や
海
外
に
販
売
し
た
い
と
い
う

の
だ
。
私
は
１
㎏
４
０
０
０
円
以
上
で
卸
し

て
い
る
。

　

増
え
続
け
る
国
産
ラ
ズ
ベ
リ
ー
の
需
要
に

対
し
て
供
給
す
べ
く
、
今
後
と
も
工
夫
を
重

ね
、
規
模
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

息
子
（
28
歳
）
も
「
農
業
を
や
る
」
と
い
う

決
意
を
固
め
た
の
で
、
今
後
が
ま
す
ま
す
楽

し
み
だ
。

2月、夏季結実性品種の越冬の様子。残した枝を結果母
枝として、7月から収穫を始める。この土のう袋はラズベリー
専用のハウスに置き、移動しない

上から「ワインダーイエロー」と「ハノーバー」。
どちらも夏季結実性品種（一季成り）、7月収穫

2年枝をつくるため、
枝を残してある

ラズベリーの
収穫から出荷まで
秋田県五城目町●佐々木雄幸さん

収穫は専用のハサミを使って
カラーチャートも見ながら、適度に熟した果
実を収穫する。ラズベリーの果実はとても傷
みやすいため、手で触らずに収穫できる専用
のハサミを使うとよい。

遠隔地には芯を取って冷凍出荷
収穫した果実から形の悪いものを除き、芯を
取り除いて冷凍する

生の果実は芯付きで出荷
生の果実の出荷は地元のお菓子屋さん向け
が基本。形の悪いものなどを取り除き、芯を
付けた状態でイチゴパック（100ｇ用）に詰め、
収穫の翌朝に配達する

佐々木さんが使っている品種ごとのカラーチャー
ト。冷凍用か生鮮用かによっても時期が違う

収穫した果実

形の悪い果実を除き、芯をはずす

カゴに集めた状態で冷凍し、袋詰めにする

品種ごとに冷凍した果実

佐々木さんが使っている専用
のハサミ。二段式の刃にゴム
のカバーが付けてあり、切った果実を挟んで
持てる構造。ハサミは、「ウルトラ二段刃鋏」
「野口式二段鋏」など（いずれも、日本農業
システムで取り扱い）

果実の柄をつかんだところ
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